
［成果情報名］圧力調節灌水器具を利用した日射制御型拍動灌水システムの傾斜農地への適用法 

［要約］平坦農地用の日射制御型拍動灌水システムに、圧力調節機能と水垂れ防止機能を持つ灌

水器具を利用することにより，灌水タンクから灌水場所への水頭落差が５m以上得られる傾斜
農地に適用できる。点滴孔あたりの灌水量のばらつきを平均値の 10％程度にできる。 
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［背景・ねらい］ 
太陽光発電により駆動するソーラーポンプを利用した日射制御型拍動灌水装置は、日射量に

応じて点滴灌水する装置である。これを用いた灌水システムは、作物に効率的に水、養分を供

給でき、平坦地の露地栽培や施設栽培で導入が進んでいる。そこで、平坦地に比べて乾燥しや

すい傾斜農地に適用できるように、圧力調節機能と水垂れ防止機能をもつボタン型灌水器具

（ドリッパー）を配水系に組み込む改良を加え、新植茶園で効率的な水の供給効果を確認する。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．灌水量のばらつきを小さくするためには、灌水タンクから５m以上の水頭落差を確保する
必要がある。図１の事例では、上段の農地に日射制御型拍動灌水装置を設置している。 

２．灌水量の均一化を図るため、圧力調節機能と水垂れ防止機能をもち、40 kPaで灌水を開始
し、50 kPa～350 kPaまではほぼ一定の流量（12、８、４、２ L h-1）を維持し、20 kPaに下
がると灌水を止める性能を有する市販のボタン型灌水器具（ドリッパー）（図２）を用いる。 

３．等高線畝の中央に点滴チューブを敷設し、ドリッパーを介して、灌水タンク（容量 300Ｌ）
からの主送水管（PE管）に PVCチューブとバーブコネクターを用いて接続する（図２）。 

４．畝内高低差の大きい部分では点滴チューブを短くして小流量用のドリッパーを使用するな

ど、ドリッパーの種類と点滴チューブの長さを調整する（図２、表１）。畝長が 12 m程度の
場合は、畝内高低差が 1.7 mを超えると点滴チューブを２本に、2.2 mを超えると３本に分け
る（図２、表１）。この際、分割した点滴チューブの長さとドリッパーの組み合わせは、点

滴孔あたりの流量がほぼ一定（本試験では 200 mL h-1）になるようにする。 

５．４．のように調整すると、畝長約 12 m、傾斜方向の標高差約６m、同一畝内の標高差約２
mの区画において、１日の灌水量の標準偏差を 10％程度に収めることができる（表１）。 

６．慣行の灌水（2.3 L h-1、点滴孔間隔 20 cm）を水道給水(17 L min-1)条件下で行った場合は、

点滴チューブの総延長は約 90 mであるのに対し、本システムでは 600 m以上を灌水する。 
７．本システムを用いるとチャの幼苗は枯死を免れて活着し、５年目でほぼ成木となる（図１）。 

８．本傾斜園（面積 14 a）に導入した灌水システムのコストは約 21万円（灌水装置 11万円＋
配管系その他 10万円）であり，平坦農地へ導入する時のコストと大差ない（関連資料参照）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：傾斜地域の野菜、果樹、チャ栽培農家 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：普及目標は傾斜農地に 5 年間で 50 台、香川
県内生産者の傾斜地茶園に２台導入されている。平坦地用の日射制御型拍動自動灌水装置は

年間約 60台が販売されている。点滴灌水同時施肥法の適用で施肥量削減が可能である。 
３．その他：傾斜農地用資材はドリッパー 120円/個、バーブコネクター 46円/個、PVCチュ
ーブ 5000円/100 m。低流量で灌水するため、沢水や池水などの小水源の有効利用が可能。 

４．関連資料：日射制御型拍動自動灌水装置の利用による露地夏秋ピーマンの減化学肥料栽培 
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［具体的データ］ 
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図１ 試験地（香川県三豊市）の外観（2012 年 8 月（移植後 4 年 5 ｹ月））と枯死した幼苗      

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１ 傾斜園地内の畝形状と配管方法の内訳および点滴チューブからの灌水量 

畝番号 
a

畝長
(m)

畝内高低差 
b

(m)
分割数
(本）

ドリッパーの吐出量
(L h-1)

① 13.4 2.5 3 8，4，2

② 13.5 2.2 3 8，4，2

⑤ 13.6 2.0 2 8，4，2

⑦ 12.0 1.7 1 12

⑧ 11.3 1.3 1 12

473.6±47.6
490.6±26.5

同一畝内（第⑧畝）の灌水量の平均および標準偏差

畝末端の灌水量（太字）の平均および標準偏差

灌水量 
c

(mL 日-1)

506

403,  463,  467,  512,  523

461
466
497

 
 
a：茶園の最上段を①，最下段を⑧とした（図１参照）．b：畝内高低差は，主送水管から末端に向かって低く
なっている．c：太字は各畝の末端の点滴孔からの灌水量．第⑧畝の５つの数値は，畝内の５箇所において計
測した灌水量．左の数値ほど主送水管に近い位置．灌水量の計測日は 2008年４月 15日． 

                       （吉川省子、渡邊修一） 
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図２ 傾斜園地での配管方法の模式図 
畝長 12mの園地の配管例．点滴チューブは，畝の中央に敷設する．ドリッパーの圧力調節機能によ
って，点滴チューブを分割し，長さにあった吐出量のドリッパーを選択することで灌水量のばらつきを
小さくできる．ドリッパーの吐出量は 50～350Pa（水頭圧 5～35m）ではほぼ一定． 

手前の畝では無灌水のため
幼苗が枯死した。 


